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   We have investigated the clinical significance of urinary tissue polypeptide antigen (TPA) as 
a tumor marker for urothelial cancers. Urinary TPA levels were determined by the immunora-
diometric assay of Prolifigen TPA Kit "Daiichi"-II in 486 healthy controls and 1835 patients with 
various diseases including 526 with urothelial cancers and 140 with prostatic cancer. The mean 
value of urinary TPA was 199±213 (ISD)U/1 in 486 healthy controls. 95% of them having a level 
below 600 U/1. Therefore, 600 U/1 was applied as a cut-off level. Positive rates of urothelial 
cancers and reactivated prostatic cancer were 57.6% (148 of 248 cases) and 45.5% (5 of 11 cases) 
respectively. On the other hand, the false positive rate of most urological benign diseases was 
only about 20% except for the acute stage of urinary tract infections and upper urinary tract 
stones with hydronephrosis. There was no significant difference in the positive rate between urinary 
TPA level and urinary cytology in urothelial cancers. The combination of both tests raised the 
positive rate to 73.1%. 
   Therefore, urinary TPA may be useful in the monitoring of urothelial cancers, and the 
combination of urinary TPA and urinary cytology may increase the diagnostic accuracy. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 34: 2101-2110,1988)
Key words: Urinary tissue polypeptide antigen, Tumor marker, Urothelial cancer
緒 言
Bjiirklundらi)によ って腫 瘍 マ ー カー と して の有 用
性 が 報告 さ れ たtissuepolypeptideantigen(TPA)
は,そ の 後種 々の悪 性腫 瘍 に対 して有用 で あ る こ とが
判 明 した2-7).
本邦 に お い て も,3年 前 に全 国18施設 よ りな る研究
会 が 発足 し,3,174例を対 象 とす る検討 が な され た8).
そ の結 果,悪 性 腫 瘍 は62.1%(804/1,295例)と高 い
陽 性 率 を示 し,と くに肺 癌 ・乳 癌 ・胃癌 ・大 腸 癌 ・膵
癌 な どに 有 用 で あ る こ とが判 明 した.し か し泌 尿器 科
領 域 にお い て は,膀 胱癌69。7%(46/66例),前立 腺 癌
64.8%(46/71例)と高 い陽 性 率 を示 す が,良 性 疾 患
で あ る前 立腺 肥 大 症5h.9%(70/128例),前立 腺=炎51.9
%(14/27例),腎不 全loO%(32/32例),尿管 結 石64.9
0(24!37例)と偽 陽 性 が 多 く認 め られ,腫 瘍 マ ー カ
ーと して は多 少 問 題点 が あ った.





















































量 加 え,-20℃ の フ リー ザ ーに て 凍結 保存 した ・
2)測 定方 法(r[g。1)
今 回 われ わ れ が使 用 したTPA測 定 キ ッhは,新 し
く開 発 され た プ ロ リフ ィ ゲ ンTPAキ ッ ト 喧更第 一"II
で あ る.こ れ は,従 来 のHeLa細 胞 を ウ マに 感作 し
て作 製 され た 抗 体 を用 いた 二 抗体 法 に よるradioim-
munoassay(RIA)から,乳 癌 セ ル ライ ンよ り純 化
したTPAを ウマに 感作 して 得 られ た 抗 体 を,さ ら
に ア フ ィニ テ ィク ロマ トグ ラ フ ィY`より精 製 し,ビ
ーズに 固 相化 した2-siteimmunoradiometricassay
(IRMA)に 改良 され た キ ッ トで あ る.こ の 改良 法
(IRMA)に よる と,Fig.iに示 した ごと く測 定が 簡
便 化 され て お り,測 定 日数 も従 来 の3日 か ら2日 に短
縮 され てい る.
標準自纏俸痩用 未 釦 検 体 用
Table2.対 象 標箪7PA賦薬looμ' 敏 検星 またはtOOut
コン トロール試薬







































































































Fig.1.測定 操作 法 手 順











i.本 法(IRMA)と 従 来 法(R.IA)の比較(Fig.2)
145例に つ いて,同 一 検 体 を本 法(IRMA)と 従 来
法(RIA)に て測 定 し,比 較検 討 した ものをFig.2
に示 した,rig.よ り相 関係 数r=0.883と良 好 な 相 関
が得 られ た.な お,回 帰直 線 はy=1.54x+1.44と本
法(IRMA)が 若 干 高 値 を示 す 傾 向 に あ った.
2.ク レアチ ニ ン補 正 の有 無(Fig.3)
320例につ い て,尿 中 ク レアチ ニ ン補 正 の有 無 で 比

























連性 が 認 め られ,尿 中TPA測 定 で ク レアチ ニ ン補正
は 特に 必要 で ない こ とが 判 明 した.
3.健 常 者 にお け る尿 中TPA濃 度(Fig.4)
まず,健 常 者486例の 内,同 一施 設 で 測定 した311例
(男62例,女249例)に お い て,clinicalreference
rangeProgram(CRRP)17)によ る分 布 をみ た のが
Fig・4であ る.こ れ に よ ると,平 均 値 ±標 準 偏 差 が
]34±149U/lであ り,ま た 男性133±133U/1,女性
134±153u/1と男女 差 を認 め なか った.
また,486例に おけ る尿中TPA値 は199±213U/1
で あ り,累 積 頻度 よ り健 常 者 の95%が600Ull未満 で














































健 常 者 に お け る尿 中TPA濃 度
が581u/1であ る こ とに も鑑 み て,Cutoff値は600
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以下,、。g。,病理学的分化度 鵬 数溝 びサイズ
に分類して検討を行った.
1)Stage分類による比較(Fig・8)











































































Fig。8.尿路 上 皮癌 に お け るStage分類 に よる比 較
大森,ほか:尿 中TPA・尿路上皮癌2107
icm未 満,1cm以 上3cm未 満,3cm以 上 の3群
に分 け て検 討 した が,尿 中TPA、 尿 細 胞 診 と も差 は
認 め られ ず,ま た 両者 の併 用 に よ り62.3～73.3%の陽
性 率 が得 られた.
vo..sooiOOO
nb(Nr)
6.尿 路上 皮癌 に お け る術 前術 後 の 尿中TPA濃 度
グ)変動(r;.12)
尿 路 上 皮癌17例に おけ る術 前術 後 の 尿中TPA濃 度
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一 十 両考orいずれか陽性 一 十 両暫orいずれか●性
犀細胞診73.6%(53例)限 績胞診85.0%(51例)
Fig.9.尿 路 上 皮 癌 に お け る 病 理 学 的 分 化 度 に よ る 比 較
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塚 細 胞 診 との 比 較
1,lem未満 鱒置5311.1cm以 上3cm未満 髄躍5811L3cm以 上 閥雷45
TPA隅性 丁 τ,A●性 丁7PA隠 性
99.8X(2199)
61MILItli19:+ioP-2012累雛 雛 拶)P162i雇 雛 灘 蓼 》
43.ax(23例》A53.4%(31例)A60,0%(27例)
両者orいずれか隔惟 一 十 筒看orいずれか働性 一 十 両者orいずれか隔性
62.3%(33例)限 ・胞診72.4%(42例)曝 細胞齢73.3%(33例)

















































































































も同様 のことが示唆 され,今 後検討する必要がある
が,術後高値例が少数であることより,尿路上皮癌の
モニタリングには問題ないと考える,
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